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さまざまな側面から快適性を追求した家づくり。
特に、驚くほど暖かい朝にはビックリ！
人の快適性の中でも、非常に重要な要素を占める温度空間。

世界的にもっとも厳しいパッシブハウス基準の断熱・気密性能を兼ね備えたマルチ・コンフォート・ハウス。

厳寒な真冬の朝、暖房をしなくても室内は20℃近い暖かさ。

心地よい大きな箱が家族をしっかりと包んでいます。
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マルチ・コンフォート・ハウスのコンセプト Concept of "Multi-Comfort" 
空間における人の快適性には、さまざまは要素が含まれ、それぞれの要素に配慮した設計が重要です。

温熱空間 Thermal 
暑さ、寒さ、暖かさ、涼しさに関わる温熱環境。パッシブ
ハウス基準の断熱性能により、究極の快適性を確保。

音環境 Acoustic
外部からの騒音、室内の反響音など、音も快適性に大き
く影響します。防音・吸音性を高めて、安らぎの空間を。

安全性 Safty
安全性が担保されていないと非常に不安になります。
不燃材、F☆品など安全な商品選択を。

空気質 Air Quality
空気が悪いと喘息、ハウスダストなどにも。高い気密性を
確保して、計画換気を確実に。

明るさ･色 Visual
目の疲れは、空間の明るさと深く関係しています。
い昼光設計を。

空間･間取り Space
開放感・動きやすさも大切です。住まい手の行動に配慮
した設計を。

機能性 Function
長く住む家には定期的なメンテナンスが欠かせません。
機能的な設備の配置・選定を。
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住環境における快適性。人が空間の中で快適と感じるには、何が影響するのでしょうか。
快適性には、温度、音、空気質、明るさ、空間、機能性、安全性など様々な側面があります。
いくつもの（マルチ）側面について、快適性（コンフォート）を追求したコンセプト、これが「マルチ・コンフォート・ハウス」。
外の騒々しさに影響されない静かな空間。そこで交わされる家族の何気ない会話。
一年を通して新鮮な空気で満たされた空間。きれいな空気に包まれて育つ子供たち。
夏は涼しく、厳寒な冬でも暖かく、心地よい安定した温度空間。しかも、少ないエネルギーで実現。
こんな家づくり、これからの持続可能な住環境にとって、理想的なあり方ではないでしょうか。

「静けさと、新鮮な空気に包まれ、冬でも暖かく心地よいシンプルな空間」
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